
令和元年度 フードバレーとかち人材育成事業 事業報告書（概要版） 

１． 事業経緯 

本事業は、平成１９年度～２３年度に実施した「地域再生人材創出拠点の形成『十勝アグリバイオ産業創出のための

人材育成』」の実績を引き継ぎ、平成２４年度より、帯広市・国立大学法人帯広畜産大学の共同事業として実施してい

る。その目的は、チャレンジ精神等をもって、企業経営、異業種参入、起業化、地域の経済発展に寄与する「リーダー

シップ」を発揮する人材を育成することであり、十勝管内の産学官金の各機関によって組織された運営委員会が事業を

運営している。 

令和元年度は、ビジネスコース、食品安全管理コース、農業生産者コースの３つのコースを実施するとともに、特別

講演・講習、連携事業、修了生フォローアップを実施した。総受講者は延べ２７２名である。 

なお、平成２８年度から、ビジネスコースを帯広畜産大学大学院の単位として認定し、社会人と大学院生の相互啓発

の効果が認められている。 

 

① 事業運営体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 研修コースの概要 

コース 概要 

ビジネスコース 

新事業へのチャレンジや企業活動の効率化、競争力向上に必要な基礎的・応用

的知識を習得することを目的として、基礎編「地域産業活性化に向けた経営論・実

習」及び応用編「企業戦略論・実習」の２つのプログラムを実施した。 

食品安全管理コース 
食品衛生管理に関する知識及び実技を習得することを目的として、「食品有害微

生物講習（初級）」を２月に実施した。 

農業生産者コース 
農業者、支援団体、農業関連企業のニーズに合わせて開講。GAP（農業生産の工

程管理）、総合的病害虫管理、HACCP構築手法に関するセミナーを実施した。 

特別講習 
農業経営の法人化を検討している方や、農業の法人経営に興味のある方を対象

に「農業経営者向け経営戦略セミナー」を実施した。 

連携事業 

道内３大学（北見工業大学、東京農業大学、帯広畜産大学）で実施している、食品

関連の社会人や学生向けの人材育成事業の参加者等を対象とした共同セミナー

において、情報交換を通して人的ネットワークの形成を目指して実施した。 

修了生フォローアップ 研修修了後に、修了生の事業化や課題解決を支援した。 

 

運営委員会 

事務局 

構成 
十勝管内の産学官金機関： 
（帯広市、帯広畜産大学、十勝総合振興局、とかち財団、帯広商工会議所、 
北海道中小企業家同友会とかち支部、帯広信用金庫、北洋銀行、 
北海道銀行、北陸銀行、農業･食品産業技術総合研究機構、畜産試験場、 
十勝農業試験場、家畜改良センター） 

役割 
本事業の目標と推進体制の策定・管理および進捗状況と成果の評価、管理を行う。 

構成 
帯広市、帯広畜産大学、とかち財団、北海道中小企業家同友会とかち支部 
役割 
受講生募集・選考、カリキュラム作成、事業運営、予算管理、実施計画ほか 
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２． 事業実績 

コース・講習名 実施期間 実施時間 受講料 
募集 

定員 

受講 

者数 

内社会人 
修了 

者数 

内社会人 

内大学 

院生 

内大学 

院生 

ビジネスコース 

 

地域産業活性化に向けた経営

論 

R1.6.18～ 

R1.8.6 
約3時間×8講 20,000円 10名 13名 

9名 
13名 

 9名 

4名  4名 

企業戦略論 
R1.10.1～ 

R1.11.26 
約3時間×8講 20,000円 10名 8名 

5名 
 6名 

 3名 

3名  3名 

食品安全管理コース 

 食品有害微生物講習（初級） 
R2.2.12～ 

R2.2.14 
7時間×3日 20,000円 10名 6名 － 6名 － 

農業生産者コース 

 

GAPセミナー 

「GAP概論」 
R2.2.4 3時間×1講 無料 30名 16名 － － － 

GAPセミナー 

「総合的病害虫管理」 
R2.2.5 

1.5時間＋ 

2時間 
5,000円 30名 16名 －  15名 － 

GAPセミナー 

「HACCP構築手法～畑作編～」 

R2.2.20～ 

R2.2.21 
6.5時間×2日 20,000円 10名 6名 －  5名 － 

特別講演・講習 

 

特別講習「農業経営者向け 

経営戦略セミナー第１回」 
R1.10.23 3時間 無料 － 43名 － － 

特別講習「農業経営者向け 

経営戦略セミナー第２回」 
R1.10.29 3時間 無料 － 36名 － － 

特別講習「農業経営者向け 

経営戦略セミナー第３回」 
R1.11.13 1.5時間 無料 － 35名 － － 

特別講習「農業経営者向け 

経営戦略セミナー第４回」 
R1.12.23 2時間 無料 － 49名 － － 

 

令和元年度 報告会 

特別講演 

「AI/IoT時代の次世代農業ビジ

ネス～スマート農業・畜産・酪農

の現状と未来～] 

R2.1.24 1時間 無料 - 38名 － － 

 特別講習「商品開発講座」 
R2.3.3～ 

R2.3.10 
3時間×3日 無料 10名 

新型コロナウイルス感染拡大防止

のため延期 

連携事業 

 

合同特別セミナー「地域を彩る

食物語（北見）」 

R2.1.15～ 

R2.1.16 
2日間 無料 － 3名 － － 

合同特別セミナー「３大学 

合同セミナーin帯広畜産大学」 

R2.1.25～ 

R2.1.26 
2日間 無料 － 3名 － － 

合同特別セミナー「NPO法人創

成塾シンポジウム（東京農大）」 
R2.2.29 １日間 無料 － 

新型コロナウイルス感染拡大防止

のため延期 

合計 272名 
 14名 

 45名 
12名 

 7名  7名 

 

修了生フォローアップ 

 平成24・25年度修了生 個別対応 － － － 1名 
1名 

－ 
0名 
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３． 有料講習の分析 

〇受講生参加企業・団体 ： 24 

 

〇受講生男女別人数   

 社会人 大学院生 合計 

男性 28 4 32 

女性 14 3 17 

合計 42 7 49 

 

 

〇受講生の年齢構成（平均年齢34歳）（延べ人数） 

  ※GAP関連参加者を除く 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇受講生参加企業・団体の住所（延べ人数） 
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〇受講生参加企業・団体の業種（延べ人数） 

 

 

 

資料１．有料講習のアンケート結果 

 

Q1. 各コースの満足度（対象者：各コースの受講生、回答者数：コース名に併記） 

 

※各コースの満足度は高かった。 

ビジネスコース（経営論）の「未回答」は、回答忘れのため。 
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資料２．修了生の活動状況 （新聞記事および事務局に寄せられた情報より抜粋） 

＜事例１＞浦幌町地域おこし協力隊 株式会社ciokay 森健太（平成29年度修了生） 

町の花「ハマナス」を使った化粧品「rosa rugosa(ロサ・ルゴサ)」を販売する町内の化粧品販売会社「chiokay」は、海

外販路を拡大し、香港、台湾、に加えて新たにタイのバンコク伊勢丹で販売を始めた。 

 

町の花「ハマナス」を使った化粧品「rosa rugosa(ロサ・ルゴサ)」が、第7回ソーシャルプロダクツアワード2020（一般

社団法人ソーシャルプロダクツ普及協会主催）でソーシャルプロダクツ賞を受賞した。同協会では、人や地球にやさし

い商品・サービスの総称であるソーシャルプロダクツへの取り組みを毎年表彰している。 

 

＜事例２＞nakaichi asia business 中村真也（平成29年度修了生） 

「ふるさとデザインアカデミーichi」（開催地 東京）において、「北海道十勝感動創造プロジェクト」を北海道プロ

デュース代表理事―中村真也として紹介した。 

 

＜事例３＞株式会社満寿屋商店 蛸井俊輔（H28修了） 

芽室産マッシュポテト入りの新規発酵種のパンを畜産大学と開発し販売を開始した。蛸井さんは、人材育成事業修

了生であると同時に、大学院生当時に「若者が牽引するまちづくり、しごとづくりプラン」により満寿屋商店と共同研究

を実施し、その後同社に就職している。 

 

＜事例４＞株式会社満寿屋商店 赤坂玲見奈（R元修了） 

    十勝地区農協青年部協議会、帯広畜産大あぐりとかち、満寿屋パンの３者で「ピタパン」のレシピを３種開発し

た。赤坂さんが商品化を担当し、「焼き肉ピタパン・牛」、「焼き肉ピタパン・豚」、「トカチタコス」が販売された。 

 

 

資料３．会議開催状況 

運営委員会 

第１回 令和元年5月21日（火）（持ち回り） 

   議題: 1．平成30年度収支決算について 

       2．令和元年度 年間予定（案）について 

 

第２回 令和2年3月27日（金）（持ち回り） 

議題: 1．令和元年度事業報告について 

       2．令和2年度事業計画（案）について 

 

事務局会議 

第１回 平成31年4月19日（金）（持ち回り） 

   議題: 1．平成30年度フードバレーとかち人材育成事業 事業報告書について 

       2．平成31年度フードバレーとかち人材育成事業 年間予定（案）について 

       3．平成31年度フードバレーとかち人材育成事業 ビジネスコース募集要項（案）について 

 

第２回 令和元年5月30日（木）（持ち回り） 

   議題: １．ビジネスコース（地域産業活性化に向けた経営論）受講生募集期間延長について 

 

第３回 令和元年6月11日（火） 11：00～12：00 

   議題: 1．農業経営者向け特別講演の開催について 

       2．修了生フォローアップについて 

 

第４回 令和元年9月19日（木） 11：00～12：00 

   議題: 1．農業経営者向け特別講演の開催について 

       2．フードバレーとかち人材育成事業報告会について 
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第５回 令和元年10月7日（月）（持ち回り） 

  議題: 1．「講演会」の共催依頼について 

 

第６回 令和元年10月24日（木） 13：30～14：30 

  議題: 1．農業経営者向け特別講習の開催について 

      2．GAPセミナーの開催について 

      3．次年度概要案について 

 

第７回 令和元年12月17日（火） 14：00～15：00 

  議題: 1．フードバレーとかち人材育成事業報告会について 

      2．農業生産者コース GAPセミナーについて 

      3．食品有害微生物講習（初級）について 

      4．「地域を彩る食物語（北見）」への参加について 

      5．「3大学合同セミナー」の開催について 

 

第８回 令和2年1月21日（火） 14：00～15：00 

  議題: 1．フードバレーとかち人材育成事業報告について 

      2．３大学合同セミナーin帯広畜産大学について 

 

第９回 令和2年2月6日（木）（持ち回り） 

  議題: 1．特別講習『商品開発講座（デザイン シンキング）』の実施について 

 

第10回 令和2年2月27日（木）（持ち回り） 

  議題: 1．フードバレーとかち人材育成事業 令和2年度事業計画について 

 

第１１回 令和2年3月18日（水）（持ち回り） 

  議題: 1．令和元年度事業報告書（概要版）について 


